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様式第２号
施工計画
	工事名
	

	【課題１】 　○○○工の△△△に関する施工上の工夫
提案１
[着目点]　□□□されている。
[着目理由] △△△のため。
[施工上の工夫] ×××する。
提案２
[着目点] □□□されている。
[着目理由] △△△のため。
[施工上の工夫] ×××を実施する。
提案３
[着目点] □□□の状態である。
[着目理由] △△△にするため
[施工上の工夫] ×××する。
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	【課題２】 　○○○の周辺環境の保全に関する施工上の工夫
提案１
[着目点]　□□□されている。
[着目理由] △△△のため。
[施工上の工夫] ×××する。
提案２
[着目点] □□□されている。
[着目理由] △△△のため。
[施工上の工夫] ×××を実施する。
提案３
[着目点] □□□の状態である。
[着目理由] △△△にするため
[施工上の工夫] ×××する。
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【注意事項】※この枠は、削除のうえ利用してください


・工事名、課題が入札公告と違う場合は、評価しません。（施工計画に係る評価を０点とします）


・複数の提案内容を１つの提案として記載した場合、当該提案を加点評価の対象としません。


・記載した内容は、原則として全て履行義務が発生します。





≪提案の書き方（参考）≫


提案内容は工事の施工条件や以下のような視点を踏まえて具体的に記載してください。


●提案による効果が発揮するタイミングがいつか。（いつ）


●提案の効果が十分に発揮できる場所、条件での施工か。（どこで）


●提案の工法・製品の名称、形状、寸法、規模等は正確か。（何を行うのか）


●提案による工法・製品の使い方や手順は適切か。（どのように）


●従来工法等との違いは何か。数値でどれだけ差があるのか。（どのような効果が得られるか）





工事の施工条件に合わない提案や、具体的ではない提案は、使用する工法や製品が一般的なものと比較して優れたものでも、加点評価されない場合があります。








